
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
よ
り
町
行
政
の
推
進
に
ご
理
解

と
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
9
月
に
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
力
強
い

ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
2
期
目

の
舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と

期
待
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

特
段
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
拡
大

と
縮
小
を
繰
り
返
す
中
、
２
月
に
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
た
こ
と
で
、
世

界
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
価
の
高
騰
が

起
こ
る
等
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。

本
町
と
し
ま
し
て
は
、
国
の
感
染
防
止
対

策
や
経
済
対
策
と
連
動
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
と
と
も
に

自
宅
療
養
者
等
へ
の
食
料
品
支
援
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、水
道
料
金
の
６
か
月
間
の
減
免
、

ン
シ
ャ
ル
調
査
を
実
施
し
、
今
年
度
か
ら

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

推
進
計
画
を
策
定
し
、
町
民
が
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き

る
自
治
体
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
の
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
県
道
直
方
鞍
手
線
の
バ
イ
パ
ス

整
備
事
業
が
令
和
５
年
度
中
に
完
成
予
定

で
あ
り
、
完
成
さ
れ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
木
月
方
面
、
鞍
手
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
や
学
校
の
給
食
費
の
材
料
費
高
騰
分

の
補
助
、
電
気
・
ガ
ス
・
油
脂
燃
料
の
価
格

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
へ
の

支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
鞍
手
町
の
未
来
を
拓
く
第
一
歩

の
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
喫
緊
の

課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
た
役
場
庁
舎
や
博

物
館
別
館
（
石
炭
資
料
展
示
場
）
な
ど
の

建
設
が
始
ま
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、

６
小
学
校
統
合
に
よ
る
統
合
小
学
校
建
設

に
向
け
て
基
本
計
画
も
策
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
、

国
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
て
脱
炭
素

化
推
進
戦
略
の
策
定
や
公
共
施
設
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
ポ
テ

今
後
、
猪
倉
交
差

点
ま
で
の
延
伸
工

事
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
計

画
通
り
工
事
が

進
め
ば
鞍
手
町
に

と
っ
て
は
中
心
市

街
地
を
通
る
幹
線

道
路
と
な
り
、
格

段
に
利
便
性
が
向

上
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
県
の
事
業
と
し
て
着
手
さ

れ
て
い
ま
す
本
町
交
差
点
を
中
心
と
し
た
県

道
新
延
植
木
線
の
歩
道
整
備
事
業
も
今
後
、

進
展
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

鞍
手
町
は
今
、
未
来
に
向
け
て
持
続
可
能

な
町
と
な
る
よ
う
少
し
ず
つ
町
の
様
子
が
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
町
民
皆
様
の
利
便

性
向
上
の
た
め
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の
社

会
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
便
利
で

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
よ
り
、
だ
れ
も

が
心
豊
か
で
幸
福
度
、
満
足
度
が
高
く
、
自

信
と
誇
り
の
持
て
る
町
の
実
現
に
向
け
て
邁

進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま

し
て
充
実
し
た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す　

  

令
和
５
年  

元
旦

2023. １−２

鞍手町長   鞍手町長   岡﨑邦博岡﨑邦博
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町
で
は
、
現
在
の
役
場
庁
舎
が
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
役
場
庁
舎
の
建
替
え
と
周
辺
施
設
整
備
を

行
う「
新
庁
舎
等
建
設
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

解
体
工
事
や
造
成
工
事
な
ど
の
建
設
地
の
整

備
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
新
庁
舎
や
博
物
館
別

館
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
役
場
の
移
転
が
完
了
す
る
ま
で
、
工
事

の
状
況
な
ど
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

建設事業者が決定しました

● 会 社 名　戸田建設株式会社　九州支店
● 契約金額　42 億 3,665 万円（税込）
● 工事概要　�庁舎棟、車庫棟及び博物館別館の建設と建設地全     

体の外構工事
● 工事期間　令和４年 12 月 20 日から令和６年８月 31 日まで

▲新庁舎等建設予定地を北側（大池団地方面）
から撮影した令和４年６月時点の様子

建
設
事
業
者
決
定
ま
で
の
経
過

　これから本格的に建設工事が始まります。周辺にお住まいの皆さ
んをはじめ、中央公民館、町立体育館などの文化体育総合施設やく
らて病院をご利用の皆さんにはご迷惑をおかけいたしますがご理解
とご協力をお願いいたします。

●問い合わせ
　役場総務課庁舎等建設推進係
　☎（４２）２１１１まで

　

昨
年
３
月
の
実
施
設
計
完
了
後
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札
に
係

る
入
札
参
加
希
望
者
の
公
告
を
６
月
に
実
施
し
、
参
加
表
明
さ
れ

た
７
者
を
指
名
選
考
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
月
５
日
に
実
施
し

た
入
札
（
４
者
辞
退
）
で
は
、
１
回
目
の
応
札
で
予
定
価
格
内
に

収
ま
ら
ず
、
不
落
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
原
油
や
天
然
ガ
ス
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
高
騰
や
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
金
利

格
差
に
よ
る
急
激
な
円
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
っ
た
も

の
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
設
計
金
額
の
再
積
算
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
検
討
な
ど
の
精
査
を
行
い
、
９
月
議
会
で
審
議
の
う
え
、
11
月

臨
時
議
会
に
お
い
て
９
億
４
４
４
万
１
千
円
増
額
と
な
る
一
般
会

計
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
に
実
施
し
た
再
度
の
入
札
（
７
者
指
名
・
４
者
辞
退
）

で
は
、
予
定
価
格
内
で
落
札
さ
れ
、
12
月
議
会
で
の
建
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結
議
案
の
成
立
を
も
っ
て
、
建
設
事
業
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
20
日

12
月
定
例
議
会
に
て
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
議
案
が
可
決

令
和
４
年
11
月
30
日

新
庁
舎
等
建
設
工
事
の
落
札
者
決
定

税
抜
予
定
価
格
38
億
７
２
０
０
万
円

最
低
応
札
価
格
38
億
５
１
５
０
万
円

令
和
４
年
11
月
４
日

臨
時
議
会
で
建
設
工
事
費
の
補
正
予
算
案
が

可
決
（
９
億
４
４
４
万
１
千
円
増
額
）

議
会
に
お
い
て
総
務
文
教
委
員
会
で
の
継
続

審
査
、
全
員
協
議
会
で
の
状
況
徴
取

令
和
４
年
10
月
５
日

９
月
定
例
議
会
最
終
日
に
建
設
工
事
費
の
補

正
予
算
案
を
追
加
提
案

事
業
費
の
再
積
算
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
検
討

令
和
４
年
８
月
５
日

新
庁
舎
等
建
設
工
事
の
入
札
不
落

税
抜
予
定
価
格
31
億
５
８
０
０
万
円

最
低
応
札
価
格
41
億
５
０
０
０
万
円


